
























要約:小児心身症の予後を調査するため、①全国各地の小児科へのアンケートと②長期予

後との関連で国立精神・神経センター国府台病院心身総合診療科に入院した成人患者の生

育歴調査を行った。その結果、短期予後は比較的良いことや症状と心理社会的背景の改善

度が並行している症例が多いこと、症候移動を示したり、身体症状改善後に不登校に陥っ

たりする症例がみられることが必ずしも少なくないことや、長期予後との関連では両親の

不和や兄弟葛藤、いじめの問題などが心理的に未解決なままになっていると、心身症の成

人期への移行や成人期での発症へつながる可能性が示唆された。


